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こ
と
、
話
の
タ
ネ
に
見
物
に
行

っ
た
。
前
庭
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

像
の
前
の
露
台
に
は
次
か
ら
次

へ
と
観
光
客
が
立
っ
て
自
撮
り

棒
を
使
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い

く
。
な
ん
と
な
く
白
け
て
早
々

に
観
光
名
所
を
立
ち
去
っ
た
。

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
二
十
数
年

ぶ
り
の
訪
問
だ
。
い
つ
も
の
よ

う
に
水
辺
に
建
つ
ホ
テ
ル
を
娘

に
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
。
大
当
た

り
だ
。
グ
ラ
ン
・
カ
ナ
ル
に
面

し
た
部
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
行

き
交
う
大
小
様
々
の
船
が
見
え

る
。
湿
地
に
建
設
さ
れ
た
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
は
、
無
数
の
運
河
と

橋
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
島
だ
。

　
ミ
ラ
ノ
か
ら
車
で
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
に
入
っ
た
。
途
中
、ヴ
ェ

ロ
ー
ナ
に
立
ち
寄
っ
た
。
有
名

な
音
楽
祭
が
コ
ロ
セ
ウ
ム
を
使

っ
て
催
さ
れ
る
く
ら
い
の
知
識

し
か
な
か
っ
た
。運
転
手
に「
他

に
見
所
は
」
と
聞
く
と
、「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
の
家
が
あ
る
と
の

ま
ま
移
動
し
て
く
る
よ
う
で
な

か
な
か
壮
観
で
し
た
。

　
一
夜
、
散
歩
中
に
見
つ
け
た

レ
ス
ト
ラ
ン
を
予
約
し
て
デ
ィ

ナ
ー
を
食
し
た
が
、
食
べ
物
、

ワ
イ
ン
、
ど
れ
も
言
う
こ
と
な

し
。
値
段
も
格
別
高
く
は
な
か

っ
た
。
ウ
ェ
イ
タ
ー
の
応
対
が

気
に
入
っ
た
か
、
娘
が
サ
ッ
カ

ー
選
手
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー

ノ
・
ロ
ナ
ウ
ド
に
似
て
い
る
ね

と
褒
め
た
ら
即
座
に
、

「
彼
ほ
ど
貯
金
残
高
は
な
い
」

　
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

そ
の
中
で
も
一
番
大
き
な
運
河

が
グ
ラ
ン
・
カ
ナ
ル
だ
。
一
日

じ
ゅ
う
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
船
の
往

来
を
見
て
い
て
も
飽
き
な
い
。

だ
が
、
ま
さ
か
ク
ル
ー
ズ
船
ま

で
が
湿
地
に
造
ら
れ
た
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
ま
で
や
っ
て
く
る
と
は

想
像
も
し
な
か
っ
た
。
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
に
は
一
時
に
数
隻
の
船

が
入
る
と
か
。
そ
の
た
め
に
巨

大
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
で
水
底
が

搔
き
回
さ
れ
生
態
系
に
悪
影
響

が
出
て
、
反
対
運
動
ま
で
あ
る

そ
う
な
。

　
だ
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
灯
り

を
煌
々
と
灯
し
た
巨
大
船
が
入

っ
て
く
る
光
景
は
、
町
が
そ
の

イ
タ
リ
ア
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
て

（
写
真
撮
影
：
佐
伯
泰
英
事
務
所
）
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『
吉
原
詣
で
』

鎌
倉
河
岸
捕
物
控

《
ハ
ル
キ
文
庫
》

12

『
死
の
舞
い
』

新・古
着
屋
総
兵
衛

《
新
潮
文
庫
》

③『
寄
残
花
恋
』５
月
10
日

①『
御
鑓
拝
借
』発
売
中

『
小
籐
次
青
春
抄 
品
川
の
騒
ぎ・野
鍛
冶
』発
売
中

④『
一
首
千
両
』６
月
10
日

②『
意
地
に
候
』４
月
8
日

《
文
春
文
庫
》

「
佐
伯
通
信
」第
33
号
が
入
り
ま
す
。

（
初
版
の
初
回
出
荷
分
に
の
み
挟
み
込
み
）

「
佐
伯
通
信
」第
33
号
は
、5
月

28
日
刊
行
予
定
の『
新
・
古
着
屋

総
兵
衛
12　
死
の
舞
い
』（
新
潮

文
庫
）に
入
り
ま
す
。

佐伯泰英事務所の公式ホームページ、近日開設予定。
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２０１6年の「佐伯通信」は、佐伯泰英事務所が下記出版社の協力のもと発行いたします。

酔いどれ小籐次
【決定版】
刊行スタート！

※

発
売
日
は
予
定
で
す

『乱雲 傀儡剣合わせ鏡』〈巻之十二〉4月13日

『追善 死の舞』〈巻之十三〉6月15日『完本 密命』
新装改訂版

《 祥 伝 社 文 庫 》

発売予定

　吉原裏同心シリーズ最新作『始末』をお読みいただきまして、ありが
とうございました。今巻の『始末』では、シリーズにまた新たな生命が
誕生、吉原会所の番方を務める仙右衛門とお芳の間に子供が生まれま
した。その名も「ひな」。「ひな」の名付け親は幹次郎です。庭の桃の
木を見て、これからくる桃の節句に思いを馳せ、お雛様から「ひな」と
名付けました。
　佐伯先生のほかのシリーズでも新しい生命は続々誕生しています。
その筆頭は、なんといってもこのたびシリーズを完結した「居眠り磐
音」シリーズの長男「空也」と長女の「睦月」でしょうか。空也は生まれ
た場所が姥捨の郷だったことから名付けられたようですが、「睦月」は
生まれたのが一月だからとか。「鎌倉河岸捕物控」シリーズでは、金座
裏の十代目政次としほの間に「夏吉」が生まれています。これは、夏に
生まれたからのようです。ちなみに、幹次郎の豊後岡藩時代の同輩で
ある足田甚吉にもすでに子供が誕生しています。やはり新しい生命の
誕生は、嬉しいものですね。

赤子の誕生
㈱光文社　文庫編集部
「吉原裏同心」「夏目影二郎始末旅」担当 松岡　俊

「吉原裏同心 読み始めキャンペーン」始まります！
「吉原裏同心」シリーズの世界をより多くの方に知っていただくために、こ
のたび「吉原裏同心 読み始めキャンペーン」を全国の書店で展開します。
一巻『流離』から三巻『見番』までを対象に、華やかな和柄の帯や販売
台を新調。人物紹介のしおりも新たに作り、書店で配布いたしますので、
ぜひお手に取ってみて下さい。（問い合わせは光文社・書籍販売部まで）


